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［Berlioux 1872, 76; Clarke 1889, 250-254］。そして、彼らへの武器移転を禁じ、「文明国」がアフリ
カの人々を効果的に保護することで、奴隷貿易を根絶し、アフリカの人々に「文明の恩恵」を与






［Joyner 2005, 163］、自由放任主義的な市場観も共有されていた［クラウス 2017］。それゆえ、自
国軍の武器供給を確保する必要性が生じたり、自国の武器輸出先の国と戦争が発生するなどした
場合を除き、政府が「文明国」間の武器移転に厳格な規制を課すことは稀であった［Krause and 










                                                        
1 Treaty of Friendship and Alliance between his Britannic Majesty and his Catholic Majesty, Ferdinand the Seventh, 5 July 
1814, Article 3. 
2 Sand River Convention, 16 January 1852. 
3 General Act of the Brussels Conference Relative to the African Slave Trade, 2 July 1890. 
4 Convention for the Control of the Trade in Arms and Ammunition, 10 September 1919. 
5 Convention for the Supervision of the International Trade in Arms and Ammunition and in Implements of War, 17 June 
1925. 
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としては、ニカラグア事件に関する国際司法裁判所（International Court of Justice: ICJ）による 1986
年の本案判決が挙げられる［ICJ 1986］。この判決は、武力行使禁止原則や内政不干渉原則は国際
慣習法を形成しており、他国の反政府集団への武器供与は一般的に武力による威嚇又は武力の行
                                                        
6 League of Nations Archives, R.230, 8/35071/32639. 
7 League of Nations Doc., A.13.1925.IX, Proceedings of the Conference for the Supervision of the International Trade in 
Arms and Ammunition and in Implements of War. Held at Geneva, May 4th to June 17th, 1925, p. 12. 
8 League of Nations Doc., A.13.1925.IX, pp. 380-381; TNA (The National Archives), ADM 1/8699/113. 
9 League of Nations Doc., A.13.1925.IX, pp. 12, 375-380, 401, 704, 709, 711. 
10 League of Nations Doc., A.13.1925.IX, pp. 399-400; TNA, ADM 1/8699/113. 
11 League of Nations Doc., A.13.1925.IX, pp. 178-182, 583-585. 
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対 NSA 武器移転に関する国際的な政策論議は 1990 年代以降も続いたが、そのなかで提起され
た問題認識や規制手法は急速に移り変わり、かついずれの問題認識・規制手法に対しても、国際
的なコンセンサスを得ることが困難になった。 
まず、1990 年代から 2000 年代前半には、国家対国家の形をとらない武力紛争や、組織犯罪、
テロ行為などを問題視し、輸入国政府の許可なく NSAに武器を移転することを包括禁止（blanket 
ban）すべしとの主張が強まった［Smith 2008, 45-7］。そして、カナダや欧州諸国などは、移転先













連合（European Union: EU）、欧州安全保障協力機構（Organization for Security and Co-operation in 
Europe: OSCE）、国連軍縮委員会、ワッセナー・アレンジメントなどで次々に形成された14。2013










                                                        
13 こうした傾向がみられなかった国としては、パレスティナに武器を輸出していた中東のいくつかの国やイラン
が挙げられる［Garcia 2009, 154-157; Holtom 2012, 9］。 
14 共通基準の細部は合意により異なる。これら合意の詳細は榎本［2017］を参照。 
15 UN Doc. A/Conf. 217/2013/L.3, Draft Decision Submitted by the President of the Final Conference, 28 March 2013; UN 
Doc. A/67/L.58, The Arms Trade Treaty, 2 April 2013. 条約の詳細は、榎本［2017］を参照。 
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ないかと論じられた［Holtom 2012, 13-4; Stavrianakis, Xinyu and Binxin 2013］。 
以上のように、2000 年代前半までは、移転先の政府の許可なく NSA に対して武器を輸出する
ことを包括禁止するアプローチ（以下、ブランケット・バン・アプローチ）が支持を集めたが、



















会決議も存在する17。EU や OSCE でも、特定国全域あるいは特定の NSA に対する武器禁輸措置
が合意されている。2000 年代には、携帯式地対空ミサイルを輸入国の許可なく NSA に移転する
ことを禁じる政治的合意も数多く採択された18。これらの対象集団・対象兵器が比較的限定された
合意は、特定の NSA や、特定の兵器が NSA に移転されることへの懸念に基づいており、必ずし
も対 NSA武器移転全般の是非を問う議論に依拠していない。ただし、これらの合意は、冷戦終結
後に NSAによる武器の使用がもたらす帰結への懸念が強まるなかで形成されたともいえる。 
武器やアクターの範囲がより広い合意としては、まず、1998年と 2002 年に EUで合意された「共
通行動」には、輸出国が政府に対してのみ小型武器・軽兵器を供給することに対するコミットメ
ントを関連の国際的なフォーラムや適切な地域的な場で実現すべくコンセンサス形成を目指す旨
が盛り込まれた19。2000年にアフリカ統一機構（Organization of African Unity: OAU）で合意された
「バマコ宣言」にも、小型武器の貿易は政府および許可を受け登録された貿易業者に限定すべき
                                                        
16 この類の決議の例は Holtom［2012, 11］を参照。 
17 UN Doc. S/RES/1373, Resolution 1373, 28 September 2001; UN Doc. S/RES/1540, Resolution 1540, 28 April 2004; UN 
Doc. S/RES/1390, Resolution 1390, 16 January 2002. 
18 この類の合意の例は Enomoto［2017, 13］を参照。 
19 1999/34/CFSP, Joint Action of 17 December 1998; 2002/589/CFSP, Council Joint Action of 12 July 2002. 
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例えば、2006 年の西アフリカ諸国経済共同体（Economic Community of West African States: ECOWAS）





定書の第 10条第 2項は、輸入国の輸入許可なく輸出許可を発行することを禁じたが、第 4条第 2
項により、各締約国の裁量次第で、NSAに対する武器移転の全部ないし一部を、議定書の規制の
適用範囲外と見做すことが可能となった。 







器・軽兵器の輸出を検討する際には、特別に注意を払う（will take especial care）」としており、こ
れは対 NSA武器移転の可能性を前提にしていると解釈できる26。 
さらに、先述のように、2000 年代を通じては、国際会議の場での議論や、影響力のある報告書
                                                        
20 Bamako Declaration on an African Common Position on the Illicit Proliferation, Circulation and Trafficking of Small 
Arms and Light Weapons, 1 December 2000. 
21 Inter-American Convention against the Illicit Manufacturing and Trafficking in Firearms, Ammunition, Explosives and 
other Related Materials, 14 November 1997; The Nairobi Protocol for the Prevention, Control and Reduction of Small 
Arms and Light Weapons in the Great Lakes Region and the Horn of Africa, 21 April 2004. 
22 FSC.DOC/1/00/Rev.1, OSCE Document on Small Arms and Light Weapons, 24 November 2000. 
23 ECOWAS Convention on Small Arms and Light Weapons, Their Ammunition and Other Related Materials, 14 June 2006; 
Central African Convention for the Control of Small Arms and Light Weapons, Their Ammunition, Parts and Components 
that Can be Used for Their Manufacture, Repair and Assembly, 30 April 2010. 
24 UN Doc. A/RES/55/255, Protocol against the Illicit Manufacturing of and Trafficking in Firearms, Their Parts and 
Components and Ammunition, Supplementing the United Nations Convention against Transnational Organized Crime, 31 
May 2001. 
25 UN Doc. A/CONF.192/15, Programme of Action to Prevent, Combat and Eradicate the Illicit Trade in Small Arms and 
Light Weapons in All Its Aspects. 
26 Best Practice Guidelines for Exports of Small Arms and Light Weapons, 11-12 December 2002. 
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どは、次第に同アプローチを提唱しなくなった。ただし、2000 年代半ばから 2010 年までは、地
域の枠組みを超えて関連合意文書を交渉する機会がなかったため、対 NSA武器移転をめぐる論争
は、2010 年に本格化した ATT交渉に持ち越された。 
ATT 交渉において、概してアフリカ諸国やイスラエル、中国などは、それ以前と同様に、輸入
国の許可なく NSAに武器を移転することを禁止すべきだと訴えた。アメリカがこの主張に反対す
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とレイノ（Päivi Leino）が現代国際法の特徴として指摘する「国際法の断片化（fragmentation of 
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別として）。 
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